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一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
す

　
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
と

は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

第
１４
条
第
３
項
に
定
め
ら
れ
た

「
市
町
村
男
女
共
同
参
画
計
画
」

に
位
置
付
け
ら
れ
、
男
女
一
人
一

人
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

し
た
計
画
で
す
。
市
で
は
、
市
民

意
識
調
査
や
市
内
事
業
所
調
査
、

学
生
な
ど
の
若
者
を
中
心
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
に

よ
り
現
状
と
課
題
を
洗
い
出
し
、

次
期
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
上
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

広
が
る
男
女
差
別
の
意
識
を
な
く

し
、
男
女
が
輝
く
こ
と
の
で
き
る

住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
少
子

高
齢
化
に
よ
り
人
口
減
少
が
進
む

中
で
は
、
性
別
や
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
一
人

男女共同参画プラン

話
し
合
い 

支
え
合
お
う
よ 

わ
が
家
も
恵
那
も

■
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
に
意
見
を

　
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
が
本
年
度
末
で
終
了
す
る
た
め
、
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

策
定
委
員
会
で
次
期
「
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
案
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
概
要
を
お
知
ら
せ
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
志
２
６
ー
２
１
１
１（
内
線
５
２
３
）

一
人
が
参
画
し
、
持
て
る
力
を
出

し
合
い
、
お
互
い
に
支
え
合
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
次
期
プ

ラ
ン
で
は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
話
し
合
い
　
支
え
合
お
う
よ
　

わ
が
家
も
恵
那
も
」
の
下
、
三
つ

の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
男
女
共
同

参
画
社
会
実
現
に
向
け
た
今
後
の

施
策
の
方
向
性
を
定
め
ま
し
た
。

①
意
識
づ
く
り

　
性
別
に
関
わ
り
な
く
男
女
が
共

に
輝
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
形

成
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
根
本
と

な
る
人
権
を
尊
重
で
き
る
人
づ
く

り
が
大
切
で
す
。
Ｄ
Ｖ
（
家
庭
内

暴
力
）
や
性
差
別
な
ど
に
よ
り
起

こ
る
暴
力
を
許
さ
な
い
意
識
づ
く

り
を
は
じ
め
、
性
別
に
よ
る
固
定

的
な
役
割
分
担
意
識
が
個
人
の
生

き
方
を
狭
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う

広
報
・
啓
発
し
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
意
識
の
定
着
を
図
り
ま

す
。

②
環
境
づ
く
り

　
平
成
２６
年
度
市
民
意
識
調
査
に

よ
る
と
、
場
面
に
よ
る
男
女
の
優

遇
差
で
は「
政
治
の
場
に
お
い
て
」

優
遇
差
を
感
じ
て
い
る
割
合
が
最

も
高
く
、
特
に
男
性
が
優
遇
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
割
合
は
６

割
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
「
社

会
全
体
と
し
て
」
や
「
職
場
で
の

待
遇
」
な
ど
で
平
等
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
割
合
が
２
割
を
切
る
な

ど
、
性
別
に
よ
る
差
別
が
感
じ
ら

れ
る
環
境
は
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
市
民
一
人
一
人
に
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
機
会
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
、
家
庭
や
職
場
、
地

域
活
動
の
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
い
て
、
男
女
が
参
画
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

③
安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制
づ

く
り

　
健
康
で
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
す
る

上
で
重
要
で
あ
り
、
心
身
両
面
か

計画（案）へ意見を

　市では、市民の皆さんの意見を計画に反映
させるため、市男女共同参画プラン（案）へ
の意見を募集します。
　プラン案は、まちづくり推進課や情報公
開コーナー、各振興事務所、市中央図書館
で閲覧できます。市ウェブサイト（http://
www.city.ena.lg.jp）にも掲載しています。
□提出方法　表題を「男女共同参画プラン」と
し、郵便かファクス、電子メールで❶氏名❷
住所❸連絡先－を明記の上、お寄せください。
□締め切り　２月５日㈮
□提出先　〒５０９-７２９２（住所不要）まちづ
くり推進課　思２５-８２０８
死machisuishin@city.ena.lg.jp
□問い合わせ　まちづくり推進課（内線５２３）
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①家庭生活

②職場での待遇

③地域活動の場

④学校教育の場

⑤法律や制度上

⑥社会通念・慣習・しきたり

⑦政治の場

⑧社会全体として

　男性の方が非常に優遇されている
　どちらかと言えば男性の方が優遇されている
　平等である
　女性の方が非常に優遇されている

　どちらかと言えば女性の方が優遇されている
　分からない
　無回答
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1男女平等・男女共同参画に関する意識啓発
2男女平等教育などの推進
3男女共同参画を推進する多様な学習機会の提
供・情報収集
4ＤＶ（家庭内暴力）など暴力の予防と根絶のた
めの意識づくり
5あらゆる暴力への対策など

1政策・方針決定過程の場への女性の参画拡大
2就労の場における男女平等の確保
3仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
の実現支援
4家庭生活と地域活動への男女共同参画の促進
5防災における男女共同参画
6相談窓口の充実と連携強化

1子育てに関する支援体制
2生涯にわたる心と体の健康づくり
3高齢者や障がい者（児）への支援
4多様な家族形態や多様な生き方への理解と支援
5多様な文化への理解と交流の促進

ら
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く

他
、
生
涯
を
通
じ
て
健
や
か
に
暮

ら
す
た
め
の
体
制
づ
く
り
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
子
育
て
支

援
体
制
の
強
化
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
へ
の
支
援
体
制
づ
く
り
、
ひ

と
り
親
家
庭
な
ど
多
様
な
家
族
形

態
へ
の
支
援
な
ど
の
生
活
基
盤
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た

性
意
識
の
違
い
に
よ
る
異
な
っ
た

生
き
方
へ
の
理
解
や
国
籍
に
よ
る

文
化
の
違
い
へ
の
理
解
な
ど
、
一

人
一
人
が
自
分
ら
し
く
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
恵
那
市
を
目
指
す
た

め
、
幅
広
い
視
点
に
よ
る
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①意識づくり

②環境づくり

③安心して生
活できる体制
づくり

三
つ
の
基
本
目
標

意
識
、
環
境
、
体
制
づ
く
り

場面による男女の優遇差

パブリック
コメント

平
成

２６
年
度
市
民
意
識
調
査

▲ワークショップによる課題の洗い出し

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

税
の
申
告

男
女
共
同


